
日
本
共
産
党
飯
能
業
者
後

援
会
は
６
月
30
日
、｢

も
う

た
ま
ら
ん
！
政
治
を
変
え
よ

う｣

と
39
名
の
参
加
で
学
習

決
起
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

山
下
会
長
の
参
議
院
選
挙

必
勝
の
訴
え
に
続
き
、
党
市

議
議
団
を
代
表
し
て
滝
沢
修

市
議
は
、｢

な
ぜ
住
民
税
が

こ
ん
な
に
上
が
っ
た
の
か
と

６
５
０
件
も
の
苦
情
が
市
役

所
に
殺
到
し
た
。
６
月
市
議

会
で
は
、
大
金
持
ち
優
遇
の

株
譲
渡
益
の
減
税
を
一
年
間

延
長
す
る
条
例
が
共
産
党
以

外
の
自
民･

公
明･

民
主
の
各

党
、
各
会
派
の
賛
成
で
可
決

さ
れ
た
。
参
院
選
で
逆
立
ち

税
制
を
た
だ
そ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

た
し
か
な
野
党
の

役
割
語
る

党
県
西
南
地
区
の
辻
も
と

み
副
委
員
長
は
、｢

『
宙
に

浮
い
た
年
金
』
問
題
は
国
家

的
詐
欺
、
多
く
の
国
民
が
怒

り
と
不
安
を
持
っ
て
い
る
。

共
産
党
は
、
一
億
人
の
す
べ

て
の
年
金
加
入
者
に
、
直
ち

に
年
金
記
録
を
送
付
す
る
こ

と
を
政
府
に
申
し
入
れ
、
国

会
で
も
追
及
し
、
つ
い
に
政

府
も
実
行
す
る
と
約
束
し
た
。

政
府
の
責
任
で
最
後
の
一
人

ま
で
解
決
す
べ
き
問
題
な
の

に
社
会
保
険
庁
解
体
は
責
任

を
放
棄
す
る
も
の
。
貧
困
と

格
差
を
な
く
し
、
憲
法
の
改

悪
を
許
さ
な
い
力
を
も
っ
て

い
る
の
は
、
た
し
か
な
野
党

日
本
共
産
党
。
必
勝
の
た
め

に
皆
さ
ん
の
大
き
な
ご
支
援

を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

三
神
後
援
会
事
務
局
長
は
、

本
日
の
決
起
集
会
の
参
加
に

あ
た
っ
て
、
ご
主
人
を
送
り

だ
し
た
奥
さ
ん
か
ら
、
『
今

度
は
必
ず
勝
っ
て
よ
』
と
激

励
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
度
の

選
挙
は
中
小
業
者
の
営
業
と

暮
ら
し
を
か
け
た
闘
い
。
日

本
共
産
党
へ
の
期
待
は
高
ま
っ

て
い
る
。
埼
玉
選
挙
区
は
あ

や
べ
澄
子
さ
ん
、
比
例
代
表

は
日
本
共
産
党
へ
の
支
持
を

知
人･

友
人
は
も
と
よ
り
、

他
党
支
持
の
人
に
も
「
今
度

は
共
産
党
に｣

と
訴
え
よ
う

と
提
起
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
決
意

●

多
重
債
務
の
被
害
の
実
態

を
国
会
で
初
め
て
取
り
上
げ

た
の
は
日
本
共
産
党
。
多
重

債
務
の
解
決
の
メ
ド
が
つ
い

て
も
生
活
は
楽
に
な
ら
な
い
。

困
っ
て
い
る
の
は
雇
用
の
問

題
。
多
重
債
務
の
な
い
く
ら

し
を
守
る
政
治
に
し
よ
う
。

（
民
商
副
会
長･

｢

清
流｣

道

場
長
の
大
沢
さ
ん
）

●

政
府
は
参
議
院
選
挙
後
に

消
費
税
増
税
を
考
え
て
い
る
。

共
産
党
の
前
進
で
消
費
税
増

税
の
た
く
ら
み
を
粉
砕
し
よ

う
。
（
双
柳
の
Ｋ
さ
ん
）

●

病
院
に
通
院
し
て
い
る
が
、

病
院
で
知
り
合
っ
た
10
人
に

支
持
を
訴
え
た
。
さ
ら
に
広

げ
た
い
。
（
Ｔ
さ
ん
）

●

今
日
は
、
決
起
集
会
な
の

で
ハ
チ
マ
キ
で
参
加
し
た
。

共
産
党
の
前
進
勝
ち
取
り
た

い
。
（
仕
事
場
か
ら
駆
け
つ

け
た
役
員
の
Ｓ
さ
ん
）

●

す
べ
て
の
婦
入
部
の
皆
さ

ん
に
訴
え
頑
張
り
た
い
。

（
婦
人
部
役
員
の
Ｔ
さ
ん
）

日
本
共
産
党
は
、
①
納
付

履
歴
を
全
加
入
者
に
送
付
す

る
こ
と
②
「
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
」
の
３
条
件
が
一

致
し
た
人
だ
け
で
な
く
、
同

一
人
物
の
可
能
性
の
あ
る
人

は
全
て
対
象
に
調
査
す
る
こ

と
。
③
「
年
金
記
録
」
を
な

く
し
た
の
は
国
で
あ
り
、
領

収
書
が
な
く
て
も
会
社
に
勤

務
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
で

き
る
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば

支
給
対
象
に
す
る
こ
と
な
ど

を
求
め
て
き
ま
し
た
。
柳
沢

厚
生
労
働
大
臣
は
６
月
28
日
、

こ
う
し
た
提
起
を
受
け
て
、

年
金
加
入
者
全
員
に
記
録
を

送
付
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま

し
た
。

金
子
と
し
え
市
議
は
６
月

市
議
会
で
、
他
市
が
社
会
保

険
事
務
所
へ
の
調
査
を
代
行

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
こ

と
か
ら
、
飯
能
市
で
も
実
施

す
る
よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
提
起
も
受
け
、

飯
能
市
は
国
民
年
金
記
録
を

無
料
で
送
付
す
る
サ
ー
ビ
ス

と
、
市
が
厚
生
年
金
・
国
民

年
金
記
録
の
調
査
依
頼
を
代

行
し
、
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
、
納
付
履
歴
を
無
料
で
送

付
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
保
険
事
務
所

は
出
張
相
談
会
も
計
画
し
て

い
ま
す
。

日
時

７
月
30
・
31
日

場
所

飯
能
富
士
見
公
民
館

核
兵
器
廃
絶

国
民
平
和
大
行
進

ー

非
核
と

憲
法
９
条
輝
く
日
本
へ
ー

●

飯
能
平
和
行
進
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

７
月
１
１
日
（
水
）

午
前
１
０
時
～

飯
能
市
役
所
集
合

集
会
後
市
内
を
行
進

原
水
爆
禁
止
飯
能
協
議
会

私
た
ち
は
よ
く
新

聞
紙
面
を
借
り
切
っ

て
「
意
見
広
告
」

と
い
う
手
段
で
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

「
憲
法
９
条
を
守

ろ
う
！
」
「
消
費

税
増
税
反
対
！
」

な
ど
、
相
当
の
お

金
が
か
か
り
ま
す

が
、
世
論
喚
起
に
は
有
効
で

す
▼
最
近
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ

ス
ト
に
自
民
・
民
主
の
靖
国

派
と
言
わ
れ
る
議
員
４
４
人

が
「
従
軍
慰
安
婦
の
軍
の
関

与
は
な
か
っ
た
」
と
す
る
意

見
広
告
を
出
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
意

見
広
告
が
、
「
ば
か
げ
た
主

張
だ
」
と
逆
に
大
き
な
怒
り

を
か
い
ま
し
た
。
米
国
の
下

院
外
交
委
員
会
は
旧
日
本
軍

の
「
従
軍
慰
安
婦
」
問
題
で
、

日
本
政
府
の
公
式
謝
罪
を
求

め
る
決
議
を
採
択
す
る
と
い

う
皮
肉
な
結
果
に
な
り
ま
し

た
▼
自
民
・
民
主
の
議
員
で

つ
く
る
日
本
会
議
議
連
は
、

「
侵
略
は
な
か
っ
た
。
戦
争

は
正
し
か
っ
た
」
と
い
う
立

場
で
、
憲
法
９
条
を
改
悪
し
、

自
衛
隊
を
名
実
と
も
に
軍
隊

と
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま

す
。
い
ま
、
安
倍
内
閣
の
も

と
で
靖
国
派
の
台
頭
が
目
立

ち
ま
す
が
、
戦
争
が
正
し
か
っ

た
と
い
う
靖
国
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
、

世
論
の
批
判
の
な
か
で
、
監

修
し
た
青
年
会
議
所
が
国
の

委
託
事
業
を
辞
退
し
ま
し
た
。

靖
国
派
の
思
惑
は
こ
と
ご
と

く
打
ち
破
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
度
は
選
挙
で
、
改
憲
政
党

に
き
っ
ぱ
り
と
審
判
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

発 行
日 本 共 産 党

飯 能 市 委 員 会
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金 子 と し 江

９７２－６４０１
山 田 と し 子

９７３－４７１０
新 井 た く み

９７８－０１７５
滝 沢 お さ む

９７２－３８７５
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年
金
記
録
の
照
会
代
行

「
消
え
た
年
金
」
問
題
で
飯
能
市
が
対
応



川
寺

上
野

線

保育所等用地 図書館用地

２６００㎡ ５０００㎡

代用地等用地

８３００㎡

第一小学校

六
月
二
八
日
、
第
二
回
「
山

手
町
用
地
土
地
利
用
審
議
会
」

（
及
川
湍
夫
会
長
）
が
開
か

れ
、
平
成
十
一
年
四
月
に
土

地
開
発
公
社
が
取
得
し
た

（
株
）
平
岡
レ
ー
ス
跡
地

（
飯
能
市
山
手
町
１
４
１
７

番
１
、
宅
地
約
１
・
７
ｈ
ａ
）

の
活
用
に
つ
い
て
、
市
か
ら

計
画
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
案
で
は
、
図
の
よ
う

に
公
共
施
設
を
整
備
す
る
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
は
、

保
育
所
等
用
地
約

２
６
０
０
㎡
と
図

書
館
用
地
約
５
０

０
０
㎡
で
、
代
替

地
等
用
地
約
８
３

０
０
㎡
と
な
っ
て

お
り
、
土
地
取
得

時
の
購
入
目
的
で

あ
る
「
良
好
な
文

教
ゾ
ー
ン
」
と
し

て
の
具
体
化
は
縮

小
さ
れ
、
宅
地
と
し
て
民
間

に
売
却
し
た
り
、
道
路
拡
幅

の
た
め
の
移
転
補
償
の
代
替

地
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
す

る
面
積
の
ほ
う
が
上
回
る
提

案
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
土
地
利
用
の
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
市
は
、

『
公
共
施
設
を
整
備
す
る
区

域
と
公
共
事
業
推
進
の
た
め

の
公
共
移
転
の
代
替
地
等
と

し
て
利
用
す
る
区
分
に
分
け

る
』
と
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
を
整
備
す
る
区

域
に
は
、
市
民
要
望
の
高
い

新
図
書
館
建
設
と
川
寺
上
野

線
の
道
路
建
設
で
園
庭
が
け

ず
ら
れ
て
し
ま
っ
た
第
一
保

育
所
を
移
転
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

保
育
所
（
定
員
９
０
名
）

に
つ
い
て
は
、
保
育
内
容
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
新
た
に

ゼ
ロ
才
児
保
育
、
一
時
保
育
、

病
後
児
保
育
の
実
施
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す

る
と
い
う
も
の
で
す
が
、
新

図
書
館
そ
の
も
の
の
規
模
は
、

２
５
０
０
㎡
程
度
で
入
間
市

の
西
武
分
館
と
同
規
模
の
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

駐
車
場
を
１
０
０
台
分
く
ら

い
２
０
５
０
㎡
を
想
定
し
、

全
部
で
５
０
０
０
㎡
を
計
画

し
た
と
し
て
い
ま
す
。

公
拡
法
の
趣
旨
に
そ
っ

て
し
か
し
土
地
開
発
公
社
が

自
治
体
に
代
わ
っ
て
土
地
を

先
行
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
「
公
有
地
の
拡
大
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、

明
確
な
目
的
を
要
す
る
も
の

に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

は
「
文
教
ゾ
ー
ン
」
と
し
て

活
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
確
か
に
こ
の
法
律
で
は

目
的
外
利
用
も
で
き
る
、
住

宅
地
や
代
替
地
の
活
用
も
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本

来
の
目
的
か
ら
は
ず
れ
た
目

的
外
利
用
が
全
体
の
半
分
近

く
を
占
め
る
の
で
は
、
市
民

の
納
得
を
得
ら
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

２００７年７月８日 ＮＯ．１５８０

『
文
教
ゾ
ー
ン
』

土
地
購
入
時
の
目
的
は
ど
こ
へ

第
二
回
山
手
町
土
地
利
用
審
議
会
開
か
れ
る

埼
玉
県
社
会
保
障
推
進
協

議
会
は
30
日
、
さ
い
た
ま
市

で
健
康
と
い
の
ち
を
考
え
る

県
民
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

医
師
不
足
の
現
状
に
つ
い

て
、
全
日
本
民
医
連
医
師
部
・

ド
ク
タ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
事
務
局

長
の
増
田
剛
さ
ん
が
問
題
提

起
を
行
い
、
埼
玉
協
同
病
院

院
長
の
高
石
光
雄
さ
ん
が
、

埼
玉
県
の
救
急
医
療
の
実
態

か
ら
求
め
ら
れ
る
国
政
・
県

政
の
課
題
を
報
告
し
ま
し
た
。

こ
の
県
民
集
会
に
、
飯
能

市
立
病
院
を
良
く
す
る
会
の

活
動
を
新
井
た
く
み
市
議
が

報
告
し
ま
し
た
。

増
田
さ
ん
は
、
医
師
の
絶

対
的
な
不
足
で
、
身
近
な
産

科
、
小
児
科
が
な
く
な
っ
て

い
る
。
一
年
間
に
１
０
５
病

院
が
分
娩
を
取
り
や
め
、
５

年
間
で
４
３
０
病
院
が
救
急

指
定
を
返
上
、
３
割
の
大
病

院
で
手
術
待
ち
が
「
延
び
た
」

と
回
答
し
て
い
る
よ
う
に
大

規
模
病
院
で
も
医
師
不
足
は

深
刻
。
日
本
病
院
会
調
査
で

は
、
１
週
間
の
勤
務
時
間
が

４
８
時
間
以
上
が
７
割
強
、

宿
直
勤
務
し
た
医
師
の
９
割

が
翌
日
勤
務
し
て
い
る
。

「
運
転
手
が
睡
眠
不
足
や
過

労
で
は
事
故
が
起
こ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う

し
て
医
師
は
睡
眠
不
足
や
過

労
で
も
、
診
察
し
て
も
安
全

だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
？
」
と
疑
問
を
投
げ

か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
医

療
現
場
で
は
、
過
労
死
、
過

労
自
殺
、
医
療
事
故
な
ど
深

刻
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
の

医
師
不
足
は
深
刻

高
石
先
生
は
、
埼
玉
県
の

医
師
不
足
は
さ
ら
に
深
刻
で
、

人
口
１
０
万
人
比
で
全
国
平

均
２
０
１
人
に
対
し
て
１
２

９
・
４
人
で
最
下
位
。
一
般

病
床
で
は
、
全
国
７
１
４
・

４
床
に
対
し
て
４
８
３
・
４

床
で
最
少
。
０
６
年
７
・
８

月
の
救
急
傷
病
調
査
で
は
、

救
急
受
入
要
請
に
５
ヶ
所
以

上
へ
連
絡
し
た
事
例
は
、
９

８
５
件
で
前
年
比
２
・
２
倍
、

病
院
受
入
ま
で
に
よ
う
し
た

時
間
が
３
０
分
以
上
要
し
た

事
例
は
３
６
８
件
で
前
年
比

２
倍
に
急
増
（
埼
玉
西
部
広

域
＝
県
平
均
３
３
・
８
分
よ

り
長
く
３
７
分
）
。
そ
の
主

な
理
由
は
医
師
不
足
と
ベ
ッ

ド
不
足
で
あ
る
。

参
院
選

知
事
選
の
争
点
に

打
開
策
と
し
て
、
高
石
先

生
は
、
①
医
師
数
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
諸
国
の
水
準
ま
で
増
や
す

こ
と
②
国
公
立
病
院
へ
の
独

立
採
算
の
押
し
つ
け
を
や
め
、

地
域
医
療
の
役
割
が
果
た
せ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
③
労
働

条
件
の
改
善
と
相
応
し
い
処

遇
④
女
性
医
師
が
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
な
労
働
環
境
を

作
る
⑤
医
療
機
関
、
行
政
と

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
地
域

医
療
の
充
実
に
取
り
組
む
こ

と
な
ど
を
提
起
し
、
同
時
に
、

参
議
院
選
挙
や
県
知
事
選
挙

で
大
き
な
争
点
に
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
訴
え
ま
し

た
。新

井
市
議
は
、
市
立
病
院

の
入
院
廃
止
問
題
が
起
き
て

か
ら
、
病
院
職
員
、
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
学
習
会
や
署

名
運
動
な
ど
に
取
り
組
み
２

万
２
千
名
の
署
名
を
提
出
し
、

市
の
姿
勢
を
大
き
く
変
え
て

き
た
こ
と
、
現
在
、
有
識
者

会
議
を
中
心
に
ま
じ
め
な
議

論
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

医
師
不
足
が

何
を
も
た
ら
し
て
い
る
か

健
康
と
い
の
ち
を
考
え
る
県
民
集
会
開
く

あ
や
べ
澄
子
は

お
約
束
し
ま
す

○
若
者
の
く
ら
し
・
仕
事
の

願
い
に
こ
た
え
て

ー

た
だ
働
き
残
業
を
な
く
し
ま

す
。
最
低
賃
金
を
時
給
１
０

０
０
円
以
上
に
引
き
上
げ
ま

す
。
派
遣
か
ら
正
社
員
へ
の

道
を
ひ
ろ
げ
ま
す
。

○
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

社
会
を

ー

子
ど
も
医
療
費
無
料
制
度

を
国
の
制
度
と
し
て
無
料
化

を
実
施
す
れ
ば
、
自
治
体
は

さ
ら
に
対
象
年
齢
を
拡
大
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
近
く
に
産
科
が
な
い
」

「
救
急
医
療
体
制
が
心
配
」
。

各
地
か
ら
切
実
な
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
産
科
・
小
児
科

を
増
や
し
、
２
４
時
間
の
救

急
医
療
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

○
住
民
税
増
税
は
撤
回
・
引

き
下
げ
、
「
消
え
た
年
金
」

は
国
の
責
任
で
解
決
を

○

く
ら
し･

福
祉
守
る
政
治
を

住
民
税
増
税
は
撤
回
・
引

き
下
げ
て
、
「
庶
民
に
は
増

税
、
大
企
業
・
大
金
持
ち
に

減
税
」
と
い
う
逆
立
ち
政
治

を
た
だ
し
ま
す
。

○

平
和
憲
法
を
守
り
、
軍
隊

を
持
た
な
い
平
和
な
日
本
を


